
 

令和７年度 第２回 川西市環境審議会部会 次第 

 （生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会） 

 

  日時：令和８年１月１３日 １４：００～  

                              場所：川西市役所 ４階 庁議室 

 

１．委員長 あいさつ 

 

２．委員 紹介 

 

３．議事 

令和８年度に向けた生物多様性ふるさと川西戦略の方向性等について 

                      【資料１】【資料２】 

 

４．その他 

 （１）出在家町（川西北小学校横）キセラ川西市街地水路水生生物群 

        保存のための啓発について            【資料３】 

 

 （２）川西市における特定外来生物の確認状況について【資料４】 

 

（３）川西市における熊の確認状況について 

 

 ５．市民環境部長 あいさつ 

 

【配付資料】 

① 令和７年度 第２回 川西市環境審議会部会（生物多様性ふるさと川西

戦略推進委員会） 次第 

② 令和 7年度 第２回 川西市環境審議会部会（生物多様性ふるさと川西

戦略推進委員会）委員名簿 

③ 令和７年度 第２回 川西市環境審議会部会（生物多様性ふるさと川西

戦略推進委員会）座席表 

 ④【資料１】生物多様性ふるさと川西戦略評価指標 

⑤【資料２】生物多様性ふるさと川西戦略進捗状況調査（令和６年度） 

  ⑥【資料３】出在家町（川西北小学校横）キセラ川西市街地水路水生生物

群保存のための啓発について 

 ⑦【資料４】川西市における特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」の初

確認について 

 



2026/1/13

№ 氏名 役職 選出区分 備考

1 委員長 武田 義明
神戸大学人間発達環境学研究
科名誉教授

環境審議会委員

2 委員 足立 隆昭
兵庫丹波オオムラサキの会会
長

市民又は
関係団体の代表者

3 委員 上田 萌子 大阪公立大学准教授 学識経験者

4 委員 牛尾   巧 一庫公園管理事務所長
市民又は
関係団体の代表者

5 委員 下芝 勇登 流域ネット猪名川 代表
市民又は
関係団体の代表者

6 委員 信田 修次 能勢妙見山ブナ守の会副会長
市民又は
関係団体の代表者

7 委員 藤本 幸一 森林インストラクター 環境審議会委員

（五十音順）

令和7年度第2回川西市環境審議会部会（生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会）委員名簿 



令和７年度　第２回　川西市環境審議会部会
（生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会）座席表

令和8年1月13日（火）14時～
庁　議　室     

☎

牛尾委員

大田
（環境政策課）

出入口

出入口

寺田担当副部長
（環境政策課）

上田委員

岡本部長
（市民環境部）

武田委員長

足立委員

下芝委員

信田委員

大嶋
（環境政策課）

スクリーン

傍 聴 席

事
務
局

藤本委員

人見副部長
（産業振興課）

窪田主査
（文化・観光・スポーツ課）

阪本課長
（公園緑地課）

木田課長
（生涯学習課）

森主査
（教育保育課）



【資料１】

回答欄

（１）｢①委員意見(赤字)と市回答(黒字)｣ 欄の内容に
加筆修正することがあるかどうか確認してください(こ
の欄には前回委員会（R7.7.18）の委員意見と市回答
を掲載しています)。※(生涯学習課と産業振興課の
み)

（２）前回委員会（R7.7.18）委員
意見に対する追加回答や施策
の現状など特筆すべき事項があ
る場合は「②担当課回答（入力
必要）（委員意見に対する追加
回答や施策の現状など特筆す
べき事項、施策の変更による目
標値の変更など）」欄に入力して
ください。

No. 基本戦略 担当課 目標値
R3年度

（2021年度）
R５年度

（2023年度）
R６年度

（2024年度）
R７年度

（2025年度）
R８年度

（2026年度）
R９年度

（2027年度）
備考

①委員意見(赤字)
と市回答(黒字)

②担当課回答（入力必要）
（委員意見に対する追加回答や施策
の現状など特筆すべき事項、施策の
変更による目標値の変更など）

1
◆児童・生徒を対象とした環境教
育の実施

各環境教育を受けた１年間
の人数（人）

保育所 教育保育課
市立保育所の
全園児・保育士

－
440

（対象者全
員）

366
（対象者全

員）

変更なし(今までどおり施策を推進）

2
◆児童・生徒を対象とした環境教
育の実施

各環境教育を受けた１年間
の人数（人）

幼稚園 教育保育課
市立幼稚園の
全園児・教諭

－
761

（対象者全
員）

634
（対象者全

員）
変更なし(今までどおり施策を推進）

3
◆児童・生徒を対象とした環境教
育の実施

各環境教育を受けた１年間
の人数（人）

小学校 教育保育課
市立小学校の
全３年・４年・５
年生

3904
（対象者全員）

3,531
（対象者全員）

3,648
（対象者全

員）

変更なし(今までどおり施策を推進）

4
◆児童・生徒を対象とした環境教
育の実施

各環境教育を受けた１年間
の人数（人）

中学校 教育保育課
市立学校の全中
学２年生

1243
（対象者全員）

1,206
（対象者全員）

1,243
（対象者全員）

変更なし(今までどおり施策を推進）

5
◆教職員や市民を対象とした研修
の実施

研修を受けた年間の教職員
数（人）

教育保育課
市立小学校の全
３年・４年・５年教
員

45 19 24

変更なし(今までどおり施策を推進）

6
◆教職員や市民を対象とした研修
の実施

環境に関する公民館講座を
受けた人数（人）

川西公民館 － 78 111 

特になし(今までどおり施策を推進）

7 ◆広報や市HPによる情報発信　
1年間の各HPへのアクセス
数（件）

環境政策課 増やす 7,289 8,767 8,264

変更なし(今までどおり施策を推進）

8 ◆広報や市HPによる情報発信　
1年間に紹介した自然環境
の数（件）

環境政策課 増やす 4 5 5 変更なし(今までどおり施策を推進）

9
◆本市によるモデル整備や景観計
画による情報発信

指標「景観に関心のある市
民の割合」（％）（市民実感
調査）

都市政策課 85.0 － 82.6 76.9 変更なし(今までどおり施策を推進）

10
◆市民生活での生物多様性保全
の活動の支援

　２０３２年に実施予定のアン
　ケート調査結果

環境政策課 － ２０３２年に実施予定 特になし

生物多様性ふるさと川西戦略　　評　価　指　標

令和7年度第1回生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会(R7.7.18)での報告内容、委員意見及び委員意見に対する市回答

評価指標

１．環境教育の充実による「ふるさと川西」意識の醸成及び生物多様性教育

２．自然に関する情報発信による生物多様性保全の普及・啓発

３．生物多様性保全の取組みの強化

対象となる市内３年・４年・５年担当全教員

が５年程度で１回は参加できるように工夫。
学校ごとに毎年最低1名参加。
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【資料１】

回答欄

（１）｢①委員意見(赤字)と市回答(黒字)｣ 欄の内容に
加筆修正することがあるかどうか確認してください(こ
の欄には前回委員会（R7.7.18）の委員意見と市回答
を掲載しています)。※(生涯学習課と産業振興課の
み)

（２）前回委員会（R7.7.18）委員
意見に対する追加回答や施策
の現状など特筆すべき事項があ
る場合は「②担当課回答（入力
必要）（委員意見に対する追加
回答や施策の現状など特筆す
べき事項、施策の変更による目
標値の変更など）」欄に入力して
ください。

No. 基本戦略 担当課 目標値
R3年度

（2021年度）
R５年度

（2023年度）
R６年度

（2024年度）
R７年度

（2025年度）
R８年度

（2026年度）
R９年度

（2027年度）
備考

①委員意見(赤字)
と市回答(黒字)

②担当課回答（入力必要）
（委員意見に対する追加回答や施策
の現状など特筆すべき事項、施策の
変更による目標値の変更など）

生物多様性ふるさと川西戦略　　評　価　指　標

令和7年度第1回生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会(R7.7.18)での報告内容、委員意見及び委員意見に対する市回答

評価指標

11
◆本市による文化財の保全及び
生物多様性向上の事業の実施

指定・登録文化財（天然記
念物）の件数（件）

生涯学習課 － － 13 14

（委員長）モリアオガエルの天然記念物指定について、どの範囲を指
定しているか。
（生涯学習課）今回の市の登録としては、ビオトープが２箇所あるが、
そこを中心とした片方８００㎡、もう片方が１０００㎡、
ここがちょうど産卵地になっている場所で、登録地になっている。文化
財審議会でそこを登録するという話に至るにあたって、一庫公園管理
事務所や市民がしっかりとそこを守ってきて、産卵地になって指定登
録地になっている。ただ、生息地という意味では公園内色々なところ
にあるので、今後の展開次第ではそれらも登録しましょうという話が文
化財審議会で出ているという状況である。
（委員長）広い範囲を指定した方がモリアオガエルを保全するという意
味では有効かと思う。
（委員）本年3月31日に市の登録文化遺産として天然記念物の指定を
受けた。生息地はセンターの裏、もう一つは少し離れたところ、併せて
１８００㎡、公園の中で池とその周辺一帯を指定している。７年度も２
箇所併せて１５，１６の卵塊ができて、今オタマジャクシ、幼体になって
はねている状況。このまま継続的に管理して、来園者に見てもらえる
ようにしていきたいと思っている。
（生涯学習課）天然記念物指定をすることによって、単にその場を指
定するということではなくて、そこにしっかり管理する方々がいるという
ことで、そこを象徴的に指定して、川西市に貴重な生物がいるというこ
とを知っていただく、引き続き管理していただいて、永続的に続いてい
くという形になるということかなと思う。あくまでも今回の指定箇所を期
初として次々と拡がっていけばいいなというところである。当然、生物
多様性を守るということならば、勝手に盗ることは許されないことであ
る。罰則はないが、啓発していく意義はあると認識している。

変更なし(今までどおり施策を推進）
※啓発方法等について検討を進める。

12
◆本市による文化財の保全及び
生物多様性向上の事業の実施

緑地における維持管理団体
数（団体）

公園緑地課 － 3 3

特になし(今までどおり施策を推進）

兵庫県立一庫公園モリアオガエル生息地

R7.3.31新規登録
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【資料１】

回答欄

（１）｢①委員意見(赤字)と市回答(黒字)｣ 欄の内容に
加筆修正することがあるかどうか確認してください(こ
の欄には前回委員会（R7.7.18）の委員意見と市回答
を掲載しています)。※(生涯学習課と産業振興課の
み)

（２）前回委員会（R7.7.18）委員
意見に対する追加回答や施策
の現状など特筆すべき事項があ
る場合は「②担当課回答（入力
必要）（委員意見に対する追加
回答や施策の現状など特筆す
べき事項、施策の変更による目
標値の変更など）」欄に入力して
ください。

No. 基本戦略 担当課 目標値
R3年度

（2021年度）
R５年度

（2023年度）
R６年度

（2024年度）
R７年度

（2025年度）
R８年度

（2026年度）
R９年度

（2027年度）
備考

①委員意見(赤字)
と市回答(黒字)

②担当課回答（入力必要）
（委員意見に対する追加回答や施策
の現状など特筆すべき事項、施策の
変更による目標値の変更など）

生物多様性ふるさと川西戦略　　評　価　指　標

令和7年度第1回生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会(R7.7.18)での報告内容、委員意見及び委員意見に対する市回答

評価指標

13
◆本市による生物多様性に被害を
与える獣害対策などの実施

１年間に捕獲した有害鳥獣 
及び 外来動物の数（頭）

産業振興課 254 193 213 286

（委員）令和６年度の実績として、捕獲数が非常に増えている。内訳と
しては、アライグマが89頭から180頭に増えたという説明があったが、
その結果は、アライグマの罠を増やしたとか、どういうことでこの結果
に表れているのかわかれば教えてほしい。次に、４種類ごとの捕獲の
目標値を設定しているのか。
（産業振興課）まず１点目、アライグマの捕獲数が前年度に比べて約
２倍に増えたことについては、原因は分からないが恐らく母体数が増
えたことによって捕獲数が増えたのではと考えている。２点目、それぞ
れ４種類については鳥獣計画の中で３年ベースの計画を作るが、そ
の中でそれぞれの種別ごとに、前年度の実績等を考慮して目標を作
成している。
（委員）シカの頭数が少なくなると川西の自然環境が改善されると感じ
ている。別の項目でシカの防護柵を令和６年度に設置していただいた
ということで良かったなと思っている。他の自治体の話だが、シカの頭
数を削減すると植生が見事に回復することがわかっている。捕獲する
こと自体大変なことだと思うが、その分自然環境の改善という成果が
あるので、ぜひ、シカも入れた有害鳥獣の捕獲を今後もしっかり続け
ていただきたい。
（委員長）シカの捕獲状況、捕獲の仕方というのは、どのようなものな
のか。
（産業振興課）基本的には採り罠というシカの足を引っかけて縛り上げ
て捕獲する罠がメインになっているが、黒川、国崎地区はシカが多く、
罠だけではどうしても追いつかない状況もあって、一部銃を認めてい
る部分もある。銃を使うということで危険も伴うので、市としてもエリア
を拡大できる状況ではない。一部猟友会以外の場所で市が許可を出
して銃の駆除を行っている。
（委員）国崎クリーンセンターで裏山がシカ柵でシカが入らないところと
入っているところの植生の違いが明らかである。シカ柵は高さが２ｍな
いと意味がない。ただ２ｍのシカ柵を設置するには費用が掛かる。そ
して点検も必要で、これはコストと手間がかかるが、シカ柵があれば
見違えるほど植生が回復する。

変更なし(今までどおり施策を推進）

14
◆市民、団体、企業などとの連携
の構築

１年間の情報交換などの実
施回数（回）

環境政策課 1 1 1 R6.10環境フェスタ

環境フェスタの開催時期について、令和７
年７月開催後、来場者、参加団体双方にア
ンケートをとったところ、今後も７月開催を
希望する意見が多かったことから、令和８
年度も７月開催に向けて準備を進めてい
く。

15
◆市民、団体、企業などとの連携
の構築

１ 年間に支援したボランティ
ア数

産業振興課 250 267 153 146

変更なし(今までどおり施策を推進）

16
◆兵庫県や市民団体との既存事
業の継続

1年間に実施した河川美化
活動の回数（回）

美化推進課 12 8 10 特になし(今までどおり施策を推進）

４．各主体の連携による生物多様性保全活動の継続と拡大

捕獲数
アライグマ　180頭、　ヌートリア  6頭

イノシシ　       34頭、　シカ　　　 66頭
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【資料２】

回答欄

（１）
「①今後の方向性」欄
の内容に加筆修正する
ことがあるかどうか確認
してください(この欄に
は担当課からの報告内
容(R7.5)を掲載してい
ます)。

（２）
｢②委員意見(赤字)と市回答(黒字)｣欄の内容に加筆修正することがあるかどうか確認し
てください（この欄には前回委員会（R7.7.18）の委員意見と市回答を掲載していま
す）。※教育保育課のみ

（３）
（１）（２）について予算要求や実施計画の策定などを経
て加筆修正が必要な場合、令和７年度以降の具体的な
施策、委員意見に対する追加回答、施策の現状など特
筆すべき事項などがある場合は「③担当課回答（入力
必要）（今後の方向性、具体的な施策、委員意見に対
する追加回答や施策の現状など特筆すべき事項）」欄
に入力してください。

№
施策
№

 施策名称 施策内容 担当部 担当課

令和６
年度
自己
評価

令和６年度の実施状況
(2024年度)                 ①今後の方向性 ②委員意見(赤字)と市回答(黒字)

③担当課回答（入力必要）（今後の方向性、具体的な施
策、委員意見に対する追加回答や施策の現状など特筆
すべき事項）

1
基本
戦略１

環境教育の充実
による「ふるさと川
西」意識の醸成及
び生物多様性教
育

1）
児童・生徒を対象
とした環境教育の
実施

①
就学前園児の環
境教育方針

国の定める３法令や市規定の全
体的な計画などに基づいて、各
園所で計画を立てて、園所内の
自然環境を生かした取組みや
県や市の企画に参加したりして
環境保育に努めていきます。
※国の定める３法令：保育所保
育指針、幼稚園教育要領、幼保
連携型認定こども園教育・保育
要領

教育推進部 教育保育課 Ａ

園所ごとに計画を立て、園所
内の自然を生かして植物や生
き物に触れたり、散歩や園外
保育の際に地域の身近な自然
に触れる機会を意図的にもっ
たりし、子どもの興味を広げた
り、関心を深めたりした。

自然に触れる中で、好奇心や
探究心を育み、観察したり、
調べたりしながら心を育んで
いきたい。また、年間通して自
然に触れる体験ができるよう
計画し、教育・保育活動を実
施していく。

変更なし(今までどおり施策を推進）

2
基本
戦略１

環境教育の充実
による「ふるさと川
西」意識の醸成及
び生物多様性教
育

1）
児童・生徒を対象
とした環境教育の
実施

②
小学校体験活
動（環境体験）

小学校３年生を対象とした「環境
体験」を実施し、児童が普段生
活している地域の自然の中に出
かけて環境体験をします。また、
本市独自の自然や産物を知り、
それらを広めていくことで、環境
問題を考え解決していく素地を
育んでいきます。

教育推進部 教育保育課 Ａ

　市内１６小学校で校区内の地
域の畑や河川、公園、猪名川
流域等に赴き、植物や動物等
に触れた。

　地域参画を目指し、SDGｓの
視点を取り入れ、各小学校の
独自性を活かした小学生が主
体的に環境教育に取り組むこ
とができる環境体験プログラム
を構築していく。
　また、3年生の環境体験、4
年生の里山体験、5年生の自
然学校と系統性をもったカリ
キュラム（内容やプログラム）
の設定を各校へ促していく。

（委員）川西市の体験環境学習で小学校３年生が校区内の体験学習で、４年生は里山体験である。黒川里山セ
ンター、一庫公園、国崎クリーンセンターという場所がある。４年生は心配しなくていいが、問題は３年生の体験
環境学習である。小学生が主体的に環境教育に取り組むことができる環境体験学習のプログラムを構築すると
あるが、３年生の体験学習を担っている森林ボランティア団体、特に北部の団体については、プログラムから現
場の指導、前後のメンテナンスもすべて団体が行っている。実際、学校は何もしてくれない。問題なのはボラン
ティア団体の構成員の年齢。ほとんどの方が後期高齢者である。体験学習は山なので体力を使うし、準備もあ
る。今後川西市の３年生の体験学習を続けていけるのかということである。私の実感で言うと、学校の先生も忙し
くてそれどころではない。体験環境学習はボランティア団体にお任せですという状況。
あと、３年くらいするとだんだん担い手がいなくなる。学校の先生はまだ意識が薄いので、今、手を打つにはプロ
グラムをマニュアル化して、学校の先生を取り込んでボランティア団体が高齢化しても環境体験ができるという仕
組みを作っていかないと、いずれなくなってしまう危惧を持っている。４年生、５年生はちゃんとした仕組みがある
のでもっている。３年生の環境体験学習、特に北部地区の８団体が受け持っている環境体験学習について対策
をしておいた方がいいと思う。いちじく畑とかは農家がやってくれるので問題はないが、森などで行う環境学習の
将来は問題があるのではないかと考えている。
（教育保育課）教員も各年でなかなか統一した意識を持てないという実態があるので、必ず打合せをする際に研
修を5年目までに受けることを計画している。まず当事者意識を持ってもらったうえで打ち合わせに臨むということ
が必要であると考えている。また、個々の先生によって環境に対する関心の度合いが違うが、先生個人に頼るの
ではなく、学校のカリキュラムとして位置づけることによって、同じ内容を行っていくように仕掛けていきたいと思っ
ている。
（委員長）実施に際してはどの程度学校と打ち合わせをしているのか。
（委員）私が実施しているところでは、学校は日程の確認だけである。実施内容については我々がプログラムを
組んで実施の詳細を決めて、先生に連絡するという流れである。他団体も同じような感じだと思う。
（委員長）丸投げの状態なので、それはまずいのではないか。先生がもう少し知っておいてもらわないと。生徒を
出したら後はお任せでは困る。
（委員）北摂で里山体験ができる場所が限られている。ということは、限られた場所なのでマニュアル化できる。ボ
ランティア団体だろうが先生だろうがどちらでもできる仕組みを作れば、ボランティア団体が高齢化しても先生で
対応できると思う。
（教育保育課）補足です。確かに学校間でばらつきがあると思う。一方で事前の打合せと事後の反省会を行って
いる学校がいくつかある。年度当初に教育委員会から環境体験についての担当者説明会を行っている。その場
を周知することで打ち合わせを密にするということを伝えていきたい。少し改善に向けて動きたいと思っている。

学校のカリキュラムに位置づいた活動であり、教職員の知識及び当事者
意識を高めるための研修を継続して行う（採用～５年目を対象に各校１
名以上の悉皆研修）。また3年生・4年生・5年生と系統性をもたせたカリ
キュラムとなるよう、各校の活動内容の横展開を行う。

3
基本
戦略１

環境教育の充実
による「ふるさと川
西」意識の醸成及
び生物多様性教
育

1）
児童・生徒を対象
とした環境教育の
実施

③ 里山体験学習

小学校４年生を対象に「里山体
験学習」を実施し、日本一の里
山である黒川地域を体験活動の
場として、自然に対する畏敬の
念をはじめ、生命のつながり・環
境保護の大切さを実感し、美し
さに感動する豊かな心を育んで
いきます。本市の自然特性を活
かした、独自の環境教育です。

教育推進部 教育保育課 Ａ

　市内１６小学校で２回以上実
施した。黒川地区に赴き、植物
や動物等に触れた。
　また、黒川地域の方々に触
れ、里山と共に人間がどのよう
に生活してきたかを学習した。
　社会教育団体の方々と共
に、里山資源を使い、木工クラ
フト等を作成した。

黒川地区のサポーターの数を
増員し、少人数による体験学
習を実現できるようにする。
　サポーターの方々の資質向
上を目的とした実地研修や、
活動内容をより良くしていくた
めの打ち合わせを増やしてい
く。

変更なし(今までどおり施策を推進）

生物多様性ふるさと川西戦略　進捗状況調査
（令和6年度）

自己評価の評価方法
A　目標に向かって事業を実施することができた。次年度以降も継続的に実施する。　
B　目標に向かって事業を実施することができた。次年度以降は廃止、または実施できるかは不明。
C　実施できていないが、次年度以降に実施する予定である。　
D　実施していない。実施内容等の再検討する必要がある。　

令和7年度第1回生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会(R7.7.18)での報告内容、委員意見及び委員意見に対する市回答

基本戦略
令和６年度
成果と課題

園所内の自然だけではなく、散歩や園外保
育等を通して、自然や生き物と触れあう機
会をもつことができた。また、県立人と自然
の博物館実施の「エコロコプロジェクト」に参
加した園所もある。
園所内の自然については各園所違いがあ
るので、栽培物など計画的に自然に触れる
機会を今後もつくっていくことが必要であ
る。

　小学校３年生の児童が環境問題に興味
関心を持つようになった。また、校区にどの
ような環境があるかを学ぶことができ、川西
市の特産品を学ぶなど、地域の方々と共に
活動することができた。
　地域によっては活動プログラムが確立さ
れておらず、地域での活動が希薄である小
学校があることが課題である。

小学校４年生が黒川の方々や社会教育団体の
方々の協力を得て、川西の特産品をはじめ、環
境問題や生活の知恵等、幅広く学習をすること
ができた。
　里山と人間がどのように関わってきたかを学
習し、SDGｓについて理解を深めることができ
た。
　黒川地区のサポーターの方々が、年々減少
しているが、広域に募集を行い、増員すること
ができた。
既存の活動だけでなく、柔軟に会場や内容を
工夫することができた。

1



【資料２】

回答欄

（１）
「①今後の方向性」欄
の内容に加筆修正する
ことがあるかどうか確認
してください(この欄に
は担当課からの報告内
容(R7.5)を掲載してい
ます)。

（２）
｢②委員意見(赤字)と市回答(黒字)｣欄の内容に加筆修正することがあるかどうか確認し
てください（この欄には前回委員会（R7.7.18）の委員意見と市回答を掲載していま
す）。※教育保育課のみ

（３）
（１）（２）について予算要求や実施計画の策定などを経
て加筆修正が必要な場合、令和７年度以降の具体的な
施策、委員意見に対する追加回答、施策の現状など特
筆すべき事項などがある場合は「③担当課回答（入力
必要）（今後の方向性、具体的な施策、委員意見に対
する追加回答や施策の現状など特筆すべき事項）」欄
に入力してください。

№
施策
№

 施策名称 施策内容 担当部 担当課

令和６
年度
自己
評価

令和６年度の実施状況
(2024年度)                 ①今後の方向性 ②委員意見(赤字)と市回答(黒字)

③担当課回答（入力必要）（今後の方向性、具体的な施
策、委員意見に対する追加回答や施策の現状など特筆
すべき事項）

生物多様性ふるさと川西戦略　進捗状況調査
（令和6年度）

自己評価の評価方法
A　目標に向かって事業を実施することができた。次年度以降も継続的に実施する。　
B　目標に向かって事業を実施することができた。次年度以降は廃止、または実施できるかは不明。
C　実施できていないが、次年度以降に実施する予定である。　
D　実施していない。実施内容等の再検討する必要がある。　

令和7年度第1回生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会(R7.7.18)での報告内容、委員意見及び委員意見に対する市回答

基本戦略
令和６年度
成果と課題

4
基本
戦略１

環境教育の充実
による「ふるさと川
西」意識の醸成及
び生物多様性教
育

1）
児童・生徒を対象
とした環境教育の
実施

④
小学校体験活
動（自然学校）

小学校５年生を対象に「自然学
校」を実施し、児童が兵庫県に
ゆかりのある人や自然、地域社
会と触れ合い、理解を深めるな
ど、長期宿泊体験を通して、自
分で考え、主体的に判断し、行
動し、よりよく問題を解決する力
や、生命に対する畏敬の念、感
動する心、共に生きる心を育む
など、「生きる力」を育んでいきま
す。

教育推進部 教育保育課 Ａ

　市内１６小学校で兵庫県内で
の長期宿泊体験を通して、兵
庫県の自然、生物に触れ、理
解を深めた。

　引き続き、充実した自然学
校を実施したい。そのために、
今年度から始まった自然学校
人材バンクの活用や、市のHP
を通じた看護師などの外部人
材の募集に力を入れていく。
　また、3年生の環境体験、4
年生の里山体験、5年生の自
然学校と系統性をもったカリ
キュラム（内容やプログラム）
の設定を各校へ促していく。

変更なし(今までどおり施策を推進）

5
基本
戦略１

環境教育の充実
による「ふるさと川
西」意識の醸成及
び生物多様性教
育

1）
児童・生徒を対象
とした環境教育の
実施

④
中学校教育支
援

中学校２年生を対象に地域に学
ぶ「トライやる・ウィーク」を実施
し、地域や自然の中で、生徒の
主体性を尊重した様々な活動や
体験を通して、地域に学び、自
分を見つめ、他人を思いやる心
を育てるとともに、自立性を高め
「生きる力」を育んでいきます。

教育推進部 教育保育課 Ａ

市内７中学校の２年生と川西養
護学校の中学部２年生につい
て県立一庫公園などで実施し
た。
地域や自然の中で、地域の
方々や従業員の方々と環境保
全体験や職場体験を行った。

地域参画の視点を継続する
中で、SDGｓの視点を引き続き
取り入れていく。
　地域の事業所やボランティ
アの方々と継続して「トライや
る・ウィーク」に今後も取り組ん
でいけるように関係を構築して
いく。

変更なし(今までどおり施策を推進）

6
基本
戦略１

環境教育の充実
による「ふるさと川
西」意識の熟成お
よび生物多様性
教育

2）
教職員や市民を
対象とした研修の
実施

① 教育研究

教職員対象に「環境体験研修」
を実施し、日本一の里山である
黒川地域・猪名川水系・身近な
自然などを体験し、自然・生物・
環境教育など体験的な研修を
行っていきます。

教育推進部 教育保育課 Ａ

教職員対象に　「環境体験研
修」と「里山フィールド研修」を
実施し、日本一の里山である
黒川地域・猪名川水系・身近
な自然などを教職員が体験し
た。

　継続的に　「環境体験研修」
と「里山フィールド研修」を実
施し、専門的な知識の定着を
教職員に図るとともに、川西市
を教材とした環境学習プログ
ラムの定着も同様に図る。

変更なし(今までどおり施策を推進）

7
基本
戦略１

環境教育の充実
による「ふるさと川
西」意識の熟成お
よび生物多様性
教育

2）
教職員や市民を
対象とした研修の
実施

② 環境学習の充実
公民館などの学習の充実を図
り、様々な世代への環境教育も
充実させていきます。

市民環境部 川西公民館 Ａ

清和台公民館（「ゆめほたる見
学とロボットクラフト」と「SDGｓ端
材を使い　クリスマスツリー作
り」講座）、川西公民館（子ども
生きもの観察隊～小川で水生
生物観察～）、けやき坂公民
館（自然観察セミナー「芋生川
の生き物・ふしぎ・発見」、南公
民館（園芸講座　苔テラリウム
講座～瓶の中につくる癒やし
の空間～）東谷公民館（冬の
野鳥観察）を実施し、５館合計
で111人が環境に関する公民
館講座を受講した

関係所管課と協力して環境学
習の充実に努める。

変更なし(今までどおり施策を推進）

8
基本
戦略２

自然に関する情
報発信による生
物多様性保全の
普及・啓発

1）
広報や市HPによ
る情報発信

①
自然環境情報の
発信

市HPや広報かわにしなどの媒
体を通じ、かわにしの自然環
境、生物多様性に関する情報を
定期的に発信することにより、ふ
るさと川西のすばらしさを伝えて
いきます。

市民環境部 環境政策課 Ａ

以前から市ＨＰに自然活動団
体や企業を紹介するページを
設けている。令和6年度にはシ
ロバナウンゼンツツジの公開や
クヌギの植樹など自然活動団
体の活動を広報誌に掲載し
た。

市民が閲覧しやすいように市
ＨＰを改訂していくとともに活
動団体や企業を紹介する
ページの内容等を更新し、引
き続き情報発信に努める。

令和７年１０月に市ＨＰで自然活動団体や企業を紹介するページの内
容等を一部更新した。引き続き市民が閲覧しやすいように市ＨＰを改訂
していくとともに自然活動団体や企業を紹介するページの内容等を更新
し、情報発信に努める。また、令和７年１０月下旬から阪急電鉄が運行し
ている、SDGsの達成に向けた啓発メッセージを発信する特別企画列車
「SDGsトレイン 未来のゆめ・まち号」に、川西市内で活動する自然活動
団体や企業の取組みについてのポスターを掲示し活動のＰＲを行った。
その他、前回もお伝えしたが、令和７年５月に自然活動団体の活動を自
由にＰＲする場として市役所１階とアステ川西４階の川西市立中央図書
館にパンフレットスタンドを設置した。

　小学校５年生の児童が環境問題により興
味関心を持つようになった。また、県内にど
のような環境があるかを学ぶことができ、川
西市の良さや特徴を学ぶことができた。
　施設によって、活動時期の選択肢が限ら
れ、看護師などの外部人材の確保、教職員
の負担が大きいことが課題である。また、4
泊5日の中で体調不良者や熱中症が起こ
り、体調面における安全性の確保が困難で
ある。

地域や自然の中で、地域の方々や従業員
の方々と環境保全体験や職場体験を行
い、地域に学び、自分を見つめ、他人を思
いやる心を育てることができ、「生きる力」を
育むことができた。

日本一の里山である黒川地域・猪名川水系・
身近な自然などの恵みを教職員が再認識し
た。
　各学校の実情に合わせて教職員が児童へ授
業するには専門的な知識の定着が課題であ
り、自然活動団体とのさらなる連携など検討す
る必要がある。

各館で地域の特性に沿った環境学習を実
施した。各館で地域ニーズと合わせて工夫
しながら講座を開催していることから、全館
で実施とはなっていない。

市広報誌を中心に自然活動団体の活動を
紹介することが出来た。また、環境フェスタ
を通じて団体、事業者の活動を市民に紹
介することが出来た。その他、自然活動団
体の活動をＰＲする場としてのパンフレット
ラックを市役所と中央図書館に設置した
（令和7年度から運用）。
今後は市民が閲覧しやすいように市ＨＰを
改訂していく。また、市ＨＰの各団体の紹介
ページを更新していくとともに活動内容を
発信していく必要がある。

2



【資料２】

回答欄

（１）
「①今後の方向性」欄
の内容に加筆修正する
ことがあるかどうか確認
してください(この欄に
は担当課からの報告内
容(R7.5)を掲載してい
ます)。

（２）
｢②委員意見(赤字)と市回答(黒字)｣欄の内容に加筆修正することがあるかどうか確認し
てください（この欄には前回委員会（R7.7.18）の委員意見と市回答を掲載していま
す）。※教育保育課のみ

（３）
（１）（２）について予算要求や実施計画の策定などを経
て加筆修正が必要な場合、令和７年度以降の具体的な
施策、委員意見に対する追加回答、施策の現状など特
筆すべき事項などがある場合は「③担当課回答（入力
必要）（今後の方向性、具体的な施策、委員意見に対
する追加回答や施策の現状など特筆すべき事項）」欄
に入力してください。

№
施策
№

 施策名称 施策内容 担当部 担当課

令和６
年度
自己
評価

令和６年度の実施状況
(2024年度)                 ①今後の方向性 ②委員意見(赤字)と市回答(黒字)

③担当課回答（入力必要）（今後の方向性、具体的な施
策、委員意見に対する追加回答や施策の現状など特筆
すべき事項）

生物多様性ふるさと川西戦略　進捗状況調査
（令和6年度）

自己評価の評価方法
A　目標に向かって事業を実施することができた。次年度以降も継続的に実施する。　
B　目標に向かって事業を実施することができた。次年度以降は廃止、または実施できるかは不明。
C　実施できていないが、次年度以降に実施する予定である。　
D　実施していない。実施内容等の再検討する必要がある。　

令和7年度第1回生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会(R7.7.18)での報告内容、委員意見及び委員意見に対する市回答

基本戦略
令和６年度
成果と課題

9
基本
戦略２

自然に関する情
報発信による生
物多様性保全の
普及・啓発

1）
広報や市HPによ
る情報発信

②

国や兵庫県が作
成する上位計画
などの広報、普
及啓発

生物多様性に関する国や兵庫
県の情報について、市HP上で
概要版の掲載やリンクを貼り、一
元で閲覧でき、情報が入手しや
すくなるよう整備します。

市民環境部 環境政策課 Ａ

国・兵庫県からの情報を速や
かに市内部で情報共有すると
ともにＨＰ、メールなどを活用
し、市民、自然活動団体等に
情報を発信した。

引き続き、国や兵庫県の動き
を確認し、迅速な情報発信に
努める。

変更なし(今までどおり施策を推進）

10
基本
戦略２

自然に関する情
報発信による生
物多様性保全の
普及・啓発

1）
広報や市HPによ
る情報発信

③ 観光の推進
市HPや観光マップなどを通し
て、市の自然や歴史、市内の観
光地のPRを行っていきます。

市民環境部
文化・観光・
スポーツ課

Ａ
市観光協会と協力し、市の自
然や歴史、観光地を紹介する
HPを更新した。

市内に整備している看板の情
報更新やＨＰの見直しを行い
ながら、市内の自然や歴史、
観光地のＰＲを進めていく。

HPを更新し、最新の市の自然・観光の情報を発信した。
市全域で設置している看板の利活用や情報の一元化を図るため、改め
て看板の所在位置や掲載内容を点検しており、今後も活用していきた
い。

11
基本
戦略２

自然に関する情
報発信による生
物多様性保全の
普及・啓発

1）
広報や市HPによ
る情報発信

④ 地産地消の推進

本市の特産品であるイチジク、ク
リ、モモなどについて、市広報誌
や市HP等を用いてPRし、地産
地消を進めます。

市民環境部 産業振興課 Ａ

モモ及びイチジクの即売会を実
施。クリは直売所にて特設ブース
を設けて販売され、市HPでPRを
行った。
また、市内で採れた作物を「川西
そだち」とし、PRのぼりを作成・配
布し、市HPでもPRを行った。
さらに、イチジクは、航空会社と
タルト専門店の協力で東京へ空
輸し、イチジクタルトを販売し、市
HP等でPRを行った。

引き続き特産品の即売会を実
施する。
市HPのほか、直売所マップに
情報を追加する等、積極的に
PRする。

H28に商標登録した特産イチジク「朝採りの恵み」の更新を行う。

12
基本
戦略２

自然に関する情
報発信による生
物多様性保全の
普及・啓発

1）
広報や市HPによ
る情報発信

⑤
市街地における
里山のPR

JR川西池田駅前ロータリーのク
ヌギを台場クヌギに仕立てるな
ど、市街地において、北部の里
山の自然を身近に感じられるよ
うにします。

土木部 公園緑地課 Ａ

昨年度キセラ川西せせらぎ
公園のクヌギの台場仕立て
を実施したものについては
不要枝の剪定を行い、クヌギ
の成長、北部里山の自然を
身近に感じられるよう努め
た。

より多くの市民に里山を感
じてもらえるよう、キセラ川
西せせらぎ公園に続き、タ
イミングを見てJR川西池田
駅前ロータリーについても
台場クヌギへの展開を進め
る。

１１月にＪＲ川西池田駅前ロータリーにおけるクヌギ（３本）の台場仕立て
を実施した。
今後も駅前、キセラ川西において行き交う人々が里山の自然を体感でき
るような維持管理を継続する。

13
基本
戦略２

自然に関する情
報発信による生
物多様性保全の
普及・啓発

2）
本市によるモデル
整備や景観計画
による情報発信

①
再生可能エネル
ギーの普及啓発

市役所本庁舎南側壁面やキセ
ラ川西プラザ、市消防本部に太
陽光発電システムを設置し、モ
ニターで観察できるようにするな
ど、地球温暖化対策（地球温暖
化による生きものの衰退・絶滅の
防止）として再生可能エネル
ギーの普及促進のための啓発を
進めていきます。

市民環境部 環境政策課 Ａ

キセラ川西プラザと消防本部
についてはモニターに発電状
況を表示している。一方、市役
所モニターについては部品の
不具合により活用できていな
い。

キセラ川西プラザと消防本部
については引き続きモニター
で再生可能エネルギーの啓
発を行う。市役所についても
啓発の再開に向けモニター部
品の交換等を検討する。

変更なし(今までどおり施策を推進）

14
基本
戦略２

自然に関する情
報発信による生
物多様性保全の
普及・啓発

2）
本市によるモデル
整備や景観計画
による情報発信

②
景観形成の情報
発信

川西市景観計画により、市の自
然や歴史文化をはじめとする
様々な景観資源を活用し、魅力
的な景観を周知するとともに、景
観形成に向けた取組みの啓発
を進めていきます。

都市政策部 都市政策課 Ａ

HPへの活動紹介（文化財ガイ
ド、能勢電鉄）・SNSでの川西
市の見所（景観樹木の見頃）の
紹介等の市民や事業者の活
動をインターネットを使って発
信することにより、参画と協働を
推進する仕組みづくりを行っ
た。

今後もＳＮＳや動画を活用す
ることで積極的な情報発信を
行い、川西らしい魅力的な景
観の形成を進めていく

阪急電鉄が運行している、SDGｓの達成に向けた啓発メッセージを発信
する特別企画列車「SDGｓトレイン 未来のゆめ・まち号」に、令和７年１０
月下旬から黒川の里山景観を周知するポスターを掲示し、魅力的な景
観のPRを行った。

国・兵庫県からの情報を市内部で情報共
有するとともに、市民や自然活動団体等へ
速やかに発信することができた。

HPを更新し、最新の市の自然・観光の情報
を発信した。

モモ及びイチジクの即売会を実施した。
市HP以外にも、PRのぼり「川西そだち」の
設置、航空会社やタルト専門店のSNSなど
多数の紹介がなされたことで市内外に特産
品をPRできた。

クヌギは順調に育っており、駅前やキセ
ラ川西を行き交う人々に里山の自然を
身近に感じられる場を創出している。

キセラ川西プラザと消防本部についてはモ
ニターで発電状況を見ることができる状態
であり、来場者に再生可能エネルギーの普
及促進のための啓発を行うことが出来た。
一方、市役所モニターについては部品の
不具合により活用できていない。

市民や事業者の活動をインターネットに掲
載することより、事業者や市民にも情報発
信できた。

3



【資料２】

回答欄

（１）
「①今後の方向性」欄
の内容に加筆修正する
ことがあるかどうか確認
してください(この欄に
は担当課からの報告内
容(R7.5)を掲載してい
ます)。

（２）
｢②委員意見(赤字)と市回答(黒字)｣欄の内容に加筆修正することがあるかどうか確認し
てください（この欄には前回委員会（R7.7.18）の委員意見と市回答を掲載していま
す）。※教育保育課のみ

（３）
（１）（２）について予算要求や実施計画の策定などを経
て加筆修正が必要な場合、令和７年度以降の具体的な
施策、委員意見に対する追加回答、施策の現状など特
筆すべき事項などがある場合は「③担当課回答（入力
必要）（今後の方向性、具体的な施策、委員意見に対
する追加回答や施策の現状など特筆すべき事項）」欄
に入力してください。

№
施策
№

 施策名称 施策内容 担当部 担当課

令和６
年度
自己
評価

令和６年度の実施状況
(2024年度)                 ①今後の方向性 ②委員意見(赤字)と市回答(黒字)

③担当課回答（入力必要）（今後の方向性、具体的な施
策、委員意見に対する追加回答や施策の現状など特筆
すべき事項）

生物多様性ふるさと川西戦略　進捗状況調査
（令和6年度）

自己評価の評価方法
A　目標に向かって事業を実施することができた。次年度以降も継続的に実施する。　
B　目標に向かって事業を実施することができた。次年度以降は廃止、または実施できるかは不明。
C　実施できていないが、次年度以降に実施する予定である。　
D　実施していない。実施内容等の再検討する必要がある。　

令和7年度第1回生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会(R7.7.18)での報告内容、委員意見及び委員意見に対する市回答

基本戦略
令和６年度
成果と課題

15
基本
戦略３

生物多様性保全
の取組みの強化

1）
市民生活での生
物多様性保全の
活動の支援

①
外来種対策の推
進

外来種の侵入経路、影響、対策
の必要性や市民でも実施できる
外来種対策の方法などをまと
め、市HPなどで広報するなど、
外来種に対する対策を進めま
す。

市民環境部 環境政策課 Ａ

以前からヒアリやセアカゴケグ
モ、アカミミガメ、アメリカザリガ
ニについての対策、駆除方法
などを市HPに掲載しているが、
Ｒ６年度は主に兵庫県から通
知されたクビアカツヤカミキリ、
ナガエツルノゲイトウなどの情
報についても速やかに市内部
で情報共有するとともにＨＰ、
メールなどを活用し、市民、自
然活動団体等に情報を発信し
た。

引き続き、国や兵庫県の動き
を確認し、迅速な情報発信に
努める。

令和７年７月に県、市公園緑地課、環境政策課でクビアカツヤカミキリの
合同パトロールを実施した際に市内でクビアカツヤカミキリが発見された
ことに伴い、県の記者発表状況を市役所で内部共有し、市ＨＰへの掲載
や自然活動団体へのメールで情報を発信した。

16
基本
戦略３

生物多様性保全
の取り組みの強
化

2）

本市による文化
財の保全及び生
物多様性向上の
事業の実施

②
文化財保存啓
発

天然記念物などの貴重な財産
である文化財の保全を進めると
ともに、その普及啓発、活用を進
めていきます。

市民環境部 生涯学習課 Ａ

兵庫県立一庫公園モリアオガ
エル生息地を川西市登録文化
遺産（天然記念物）に登録し
た。

指定・登録文化財（天然記念
物）の普及啓発、活用を推進
する。

変更なし(今までどおり施策を推進）

17
基本
戦略３

生物多様性保全
の取組みの強化

2)

本市による文化
財の保全及び生
物多様性向上の
事業の実施

②
ため池などの保
全

農業用灌漑のため、水利組合が
管理するため池や農業用水路
などの補修・改修、水難防止の
ため、安全柵の設置などへの支
援を行っています。今後の改修
などに際しては、ため池などに
おける生物多様性の重要性に
配慮し、進めていけるよう検討し
ていきます。

市民環境部 産業振興課 Ａ

地元水利組合等が実施する農
業用施設の補修や改修の工
事について支援を行うととも
に、工事に際しては生物多様
性の重要性に配慮して進める
よう依頼した。

今後も地元水利組合等が実
施するため池や農業用水路
などの補修や改修の支援を行
うとともに、工事に際しては生
物多様性の重要性に配慮す
るよう依頼する。

変更なし(今までどおり施策を推進）

18
基本
戦略３

生物多様性保全
の取組みの強化

2）

本市による文化
財の保全及び生
物多様性向上の
事業の実施

③
生物多様性に配
慮した公園・緑
地管理の推進

公園整備の際は、在来種の植
樹に努め、特定外来生物の防
除に向けた管理を実施していき
ます。
緑地は、生物多様性の観点か
ら、保全する維持管理団体が継
続して活動を行えるよう、公園、
緑地など、みどりの維持管理活
動を行う団体間の連携により、活
動を高め合う仕組みづくりを行
います。

土木部 公園緑地課 Ａ

開発による提供公園につい
て、事業者との協議を行い、
在来種の植樹に努めた。
また、市内緑地において、市
民活動団体主体の維持管
理、緑地の清掃活動により
集められたごみの回収を行う
など活動を支援し、まち山の
保全に努めた。3団体が継
続して維持管理を行うことが
できた。

公園整備の際は、在来種の
植樹に努める。
引き続き、団体の支援や連
携を図り、緑地の維持管理
を行う市民活動団体に関す
る情報発信を行う。

変更なし(今までどおり施策を推進）

主に県から提供された特定外来生物の指
定情報について、市内部で情報共有すると
ともに速やかに市ＨＰに掲載したり、自然活
動団体にメールで情報を発信することがで
きた。

川西市登録文化遺産（天然記念物）の新た
な登録を進めることができた。

地元水利組合等が農業用施設の補修や改
修の工事を実施することで、農業用施設の
適切な管理やため池などの保全を行うこと
ができた。

公園整備の際は、在来種の植樹に努め
ることができたが、既存の公園でトウネズ
ミモチなどの外来種が確認されている。
都度対応しているが、完全な除去には
至っていない。

4



【資料２】

回答欄

（１）
「①今後の方向性」欄
の内容に加筆修正する
ことがあるかどうか確認
してください(この欄に
は担当課からの報告内
容(R7.5)を掲載してい
ます)。

（２）
｢②委員意見(赤字)と市回答(黒字)｣欄の内容に加筆修正することがあるかどうか確認し
てください（この欄には前回委員会（R7.7.18）の委員意見と市回答を掲載していま
す）。※教育保育課のみ

（３）
（１）（２）について予算要求や実施計画の策定などを経
て加筆修正が必要な場合、令和７年度以降の具体的な
施策、委員意見に対する追加回答、施策の現状など特
筆すべき事項などがある場合は「③担当課回答（入力
必要）（今後の方向性、具体的な施策、委員意見に対
する追加回答や施策の現状など特筆すべき事項）」欄
に入力してください。

№
施策
№

 施策名称 施策内容 担当部 担当課

令和６
年度
自己
評価

令和６年度の実施状況
(2024年度)                 ①今後の方向性 ②委員意見(赤字)と市回答(黒字)

③担当課回答（入力必要）（今後の方向性、具体的な施
策、委員意見に対する追加回答や施策の現状など特筆
すべき事項）

生物多様性ふるさと川西戦略　進捗状況調査
（令和6年度）

自己評価の評価方法
A　目標に向かって事業を実施することができた。次年度以降も継続的に実施する。　
B　目標に向かって事業を実施することができた。次年度以降は廃止、または実施できるかは不明。
C　実施できていないが、次年度以降に実施する予定である。　
D　実施していない。実施内容等の再検討する必要がある。　

令和7年度第1回生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会(R7.7.18)での報告内容、委員意見及び委員意見に対する市回答

基本戦略
令和６年度
成果と課題

19
基本
戦略3

生物多様性保全
の取組みの強化

3)

本市による生物
多様性に被害を
与える獣害対策
などの実施

① ナラ枯れ対策

カシノナガキクイムシによるナラ
枯れ被害が西日本を中心に発
生しているため、被害拡大防止
に取り組んでいきます。

市民環境部 産業振興課 Ａ
被害最先端地の指定外のた
め、ナラ枯れの被害拡大防止
事業は行わなかった。

県と連携し、ナラ枯れの発生
状況等、動向を注視する。

今後の方向性等変更なし。現状の方向性のまま施策を推進していく。

20
基本
戦略３

生物多様性保全
の取組みの強化

3)

本市による生物
多様性に被害を
与える獣害対策
などの実施

② 有害鳥獣対策

川西市鳥獣被害防止計画に基
づき、農作物の被害などの防止
を目的に、個体数の調整などと
してイノシシやシカの捕獲・処分
を行っていきます。また、鳥獣に
よる食害防止対策としての防護
柵設置等に対する補助を行って
いきます。

市民環境部 産業振興課 Ａ

県猟友会川西支部協力のも
と、川西市鳥獣被害防止計画
に基づき、農作物被害の防止
等を目的にイノシシやシカの捕
獲及び処分を実施した。

引き続き県猟友会川西支部と
連携し、イノシシやシカの捕
獲・処分を行い、個体数管理
を図っていく。

変更なし(今までどおり施策を推進）

21
基本
戦略３

生物多様性保全
の取組みの強化

3)

本市による生物
多様性に被害を
与える獣害対策
などの実施

③ 外来生物対策

農作物の被害などの防止、希少
種を含めた在来生態系の保全・
回復のため、特定外来生物であ
るアライグマ・ヌートリアを対象に
捕獲・処分を行っていきます。ま
た、農作物被害防止対策に対
する補助を行っていきます。さら
に、セアカゴケグモ、ヒアリ、アル
ゼンチンアリや、今後サクラやモ
モへの被害の拡大が懸念される
クビアカツヤカミキリについて、
注意喚起や駆除に関する啓発
を行っていきます。

市民環境部
産業振興課
環境政策課

Ａ

【産業振興課】
県猟友会川西支部協力のも
と、川西市鳥獣被害防止計画
に基づき、農作物被害の防止
等を目的にアライグマやヌート
リアの捕獲及び処分を行った。
【環境政策課】
セアカゴケグモ、ヒアリに加えて
クビアカツヤカミキリについて、
国・兵庫県からの情報を速や
かに市内部で情報共有すると
ともにＨＰ、メールなどを活用
し、市民、自然活動団体等に
注意喚起や駆除に関する情報
を発信した。

【産業振興課】
引き続き県猟友会川西支部と
連携し、アライグマやヌートリ
アの捕獲・処分を行い、農作
物被害等の防止に努めてい
く。
【環境政策課】引き続き、国や
兵庫県の動きを確認し、迅速
な情報発信に努める。

変更なし(今までどおり施策を推進）

22
基本
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

1)
市民、団体、企業
などとの連携の構
築

①
生物多様性に関
する情報交換の
場の提供

生物多様性に関する取組みを
行っている市民、市民活動団
体、事業者などが交流、情報交
換などができる機会や場所を設
けます。
「黒川を中心としたまちづくり方
針」に基づき、旧黒川小学校グ
ラウンド内に川西市黒川里山セ
ンターを整備します。里山保全
や教育の振興、観光の推進を図
るとともに、地域住民に限らず市
内外から様々な方が集まる交流
拠点として、生物多様性に関す
る情報を発信していきます。

市民環境部
文化・観光・
スポーツ課

Ａ

里山保全や教育の振興、観光
の推進を図るとともに、地域住
民に限らず市内外から様々な
方が集まる交流拠点として、令
和6年に川西市黒川里山セン
ターの南北棟を耐震改修工事
した。
黒川里山センターは令和５年
度より指定管理者による管理
運営を行っており、旧黒川小
学校の南北棟で里山学習の受
け入れや生物多様性に関する
フィールドワークを周辺施設や
関係団体と協力して行った。

令和6年度に南北棟の耐震改
修工事を行った。今後もセン
ターを中心として情報発信を
行っていく。

里山保全や教育の振興、観光の推進を図るとともに、地域住民に限らず
市内外から様々な方が集まる交流拠点として、令和5年度に川西市黒川
里山センターの新棟を設立し、令和6年度に南北棟を耐震改修工事を
実施した。
黒川里山センターは令和5年度より指定管理者による管理運営を行って
おり、新棟や旧黒川小学校である南北棟で里山学習の受け入れや生
物多様性に関するフィールドワークを周辺施設や関係団体と協力して
行っている。

23
基本
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

1)
市民、団体、企業
などとの連携の構
築

②
森林ボランティ
アの支援

森林の保全に取り組む森林ボラ
ンティア団体の活動支援を行
い、日本一の里山と言われる黒
川地区の里山を含めた森林の
整備に努めていきます。

市民環境部 産業振興課 Ａ

新たな支援制度により黒川地
区の里山を含めた森林の整備
を行う市内の活動団体に補助
金を交付することで、活動支援
を実施した（関連項目№20）。

森林保全に取り組む団体等
へ支援することにより、森林の
整備や保全に努めていくととも
に、支援制度の活用が進むよ
う周知を図る（関連項目№
20）。

今後の方向性等変更なし。現状の方向性のまま施策を推進していく。

ナラ枯れ被害の確認数が減少し、被害最
先端地から外れている。

県猟友会川西支部協力のもと、一定数の
捕獲・処分の成果が上がっているが、農作
物被害は無くなっていない。

【産業振興課】
特にアライグマの捕獲依頼申請数及び捕
獲数が多く、農作物被害等が多数発生して
いる。
【環境政策課】国・兵庫県からの情報を市
内部で情報共有するとともに、市民や自然
活動団体等へ速やかに発信することができ
た。

川西市黒川里山センターの管理運営を指
定管理者が行い、旧黒川小学校南北棟を
拠点として生物多様性に関する事業を行う
ことができた。引続き情報発信していくととも
に、地域外の担い手である関係人口の拡
大による地域課題の解決及び活性化につ
なげる必要がある。

支援対象や支援額の拡充により、4団体に
対し計80万円の支援を実施した。
支援対象を拡充したが、申請団体数は増
加していない（関連項目№20）。
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【資料２】

回答欄

（１）
「①今後の方向性」欄
の内容に加筆修正する
ことがあるかどうか確認
してください(この欄に
は担当課からの報告内
容(R7.5)を掲載してい
ます)。

（２）
｢②委員意見(赤字)と市回答(黒字)｣欄の内容に加筆修正することがあるかどうか確認し
てください（この欄には前回委員会（R7.7.18）の委員意見と市回答を掲載していま
す）。※教育保育課のみ

（３）
（１）（２）について予算要求や実施計画の策定などを経
て加筆修正が必要な場合、令和７年度以降の具体的な
施策、委員意見に対する追加回答、施策の現状など特
筆すべき事項などがある場合は「③担当課回答（入力
必要）（今後の方向性、具体的な施策、委員意見に対
する追加回答や施策の現状など特筆すべき事項）」欄
に入力してください。

№
施策
№

 施策名称 施策内容 担当部 担当課

令和６
年度
自己
評価

令和６年度の実施状況
(2024年度)                 ①今後の方向性 ②委員意見(赤字)と市回答(黒字)

③担当課回答（入力必要）（今後の方向性、具体的な施
策、委員意見に対する追加回答や施策の現状など特筆
すべき事項）

生物多様性ふるさと川西戦略　進捗状況調査
（令和6年度）

自己評価の評価方法
A　目標に向かって事業を実施することができた。次年度以降も継続的に実施する。　
B　目標に向かって事業を実施することができた。次年度以降は廃止、または実施できるかは不明。
C　実施できていないが、次年度以降に実施する予定である。　
D　実施していない。実施内容等の再検討する必要がある。　

令和7年度第1回生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会(R7.7.18)での報告内容、委員意見及び委員意見に対する市回答

基本戦略
令和６年度
成果と課題

24
基本
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

1)
市民、団体、企業
などとの連携の構
築

③
自然や景観への
保全活動をサ
ポート

市街地に点在する自然環境や
景観については、市民団体や事
業者などが実施する保全活動
へのサポート方法を検討しま
す。

都市政策部 都市政策課
Ａ

・HPへの活動紹介やまちづくり
支援事業の募集案内の掲示
等の住民・事業者等による景
観形成の取組みや支援によ
り、保全活動へのサポートへ繋
げるよう情報発信を行った。

住民・事業者等による景観形
成の取組みをホームページで
紹介する等、今後もインター
ネットを活用し積極的な情報
発信を行う。

変更なし(今までどおり施策を推進）

25
基本
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

1）
市民、団体、企業
などとの連携の構
築

④

事業者との連携
及び生物多様
性戦略作成の応
援

兵庫県立一庫公園、独立行政
法人水資源機構一庫ダム管理
所、国崎クリーンセンターなど生
物多様性の拠点となる地点を管
理する事業者などと連携し、生
物多様性の保全活動を推進しま
す。

市民環境部 環境政策課 Ａ

環境月間の展示を6月に実施
した。また、環境フェスタを１0
月に開催した。その中で国崎ク
リーンセンター啓発施設ゆめほ
たるの活動内容を紹介するな
ど、団体、事業者と連携・協力
を維持することができた。

今後も環境フェスタなどを通じ
て団体、事業者と連携・協力
を維持していきたいと考えて
いる。

環境月間の展示を6月に実施した。また、環境フェスタを７月に開催し
た。その中で国崎クリーンセンター啓発施設ゆめほたるの活動内容を紹
介するなど、団体、事業者と連携・協力を維持することができた。

26
基本
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

2)
兵庫県や市民団
体との既存事業
の継続

①
北摂里山博物
館構想

都会近くに残された北摂の里山
地域一帯を「北摂里山博物館
（地域まるごとミュージアム）」とし
て整備し、生産活動はもとより環
境学習、野外活動など、訪れる
人々それぞれのニーズにあわせ
て利活用していくことを通じ、北
摂里山の持続的な保全を図り、
北摂地域の活性化につなげて
いく取組みを兵庫県と連携して
実施していきます。

市民環境部
文化・観光・
スポーツ課

Ａ

里山保全や教育の振興、観光
の推進を図るとともに、地域住
民に限らず市内外から様々な
方が集まる交流拠点として黒
川里山センター南北棟を耐震
改修工事した。

令和6年度に南北棟の耐震改
修工事を行い、３棟揃った運
営を開始している。センターを
中心とした北摂里山を持続的
に保全しつつ、地域の活性化
につながる取組を展開してい
くために足を運んでもらうため
の方法を協議していきたい。

川西市黒川里山センター新棟南北棟の管理運営を指定管理者が行
い、里山保全を目的に子どもや大人が環境を活かして学ぶ機会になる
里山体験学習等の事業を行っている。
HPの更新や指定管理者のSNSなどとも連携を行い、黒川里山センター
に興味を持ってもらえるような仕掛け作りを続けている。

27
基本
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

2)
兵庫県や市民団
体との既存事業
の継続

②
NPOなどと連携
した河川美化の
実施

猪名川水系の美化環境を保全
し、豊かな生物多様性を守るた
めに、NPOなどが実施する河川
美化活動を支援し、発生した廃
棄物の収集、処理などを行って
いきます。

美化衛生部 美化推進課 Ａ
NPOなどが実施する河川美化
活動の支援として、ごみの収集
を10回実施した。

引き続き､NPOなどが実施す
る美化活動を支援していく。

変更なし(今までどおり施策を推進）

全体、その他

・市民団体の活動をインターネットを使って
掲載することにより、知ってもらい興味を
持ってもらうことで保全活動へのサポートへ
繋げるような情報発信ができた。
現在掲載できている件数が少なく、まだ市
内には知られていない団体、活動があるた
め、順次発信していく。

環境フェスタを通じて団体、事業者の活動
を市民に紹介することが出来た。

川西市黒川里山センター新棟南北棟の管
理運営を指定管理者が行い、こどもを中心
とした里山体験学習等の事業を行った。引
続き関係人口の拡大を図り地域課題の解
決及び活性化につなげる必要がある。

NPOなどと連携し、ごみの収集を行った。
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出在家町（川西北小学校横）キセラ川西市街地水路水生生物群保存のための啓発について

<水路周辺地図＞ ①

②

③

④

⑤

掲示場所①（川西北小学校前） 掲示場所②～⑤（キセラ川西地区内）

【資料３】

掲示場所



掲示場所①（川西北小学校前）



掲示場所②～⑤（キセラ川西地区内）



                  
川西市における特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」の初確認について 

 
サクラやモモ・ウメなど主にバラ科の樹木を加害する特定外来生物「クビアカツヤカミ

キリ」のフラス及び幼虫５頭を、川西市内の市道街路樹（川西市小戸）で確認しました。 
 本県では、令和４年度以降、明石・芦屋・神戸・西宮・三田・丹波・丹波篠山・宝塚市
内の街路樹や公園樹などで、成虫やフラス（幼虫のフンと木くずが混ざったもの）が確認
されており、川西市内での確認は今回が初めてです。 
 
１ 阪神北県民局合同パトロールの実施 
（１）実施日  令和７年７月 29 日（火）、30 日（水） 
（２）調査内容 7 月 30 日（水）の合同パトロールにおいて、阪神北県民局と川西市が

川西市小戸の街路樹を調査。実施箇所の桜並木（内 1本）でフラスを発見。 
（３）県自然鳥獣共生課へ情報を共有。 
 
２ 緊急対応 
（１）実施日 ７月 31 日（木）13：30～16：00 
（２）実施内容 

ア．県自然鳥獣共生課から専門家を派遣 
イ．被害木において、幼虫５頭を捕殺 

  ウ．被害木の緊急伐採と切り株の防除作業を実施 
 
２ 今後の対応 

同カミキリの生息範囲はさらに広がっているおそれがあるため、引き続き、市などと
連携して周辺調査、地域住民への注意喚起を図ります。 

 
３ 県民の皆さんへのお願い 

現在、クビアカツヤカミキリは成虫が繁殖行動を起こす最盛期に入っています。 
このカミキリは、サクラやモモ・ウメなどバラ科の樹木を好みます。成虫が樹木の中

に卵を産み付け、幼虫が木の内部を食い荒らすことで、木を弱らせたり倒木などの被害
を発生させます。 
県内での被害を防止するには、何よりも早期発見・早期防除が重要です。県民の皆様

には、クビアカツヤカミキリや疑わしいフラスを発見した場合、県または地元自治体窓
口への通報にご協力をよろしくお願いします。 
 
《できればメールで》 

  ・成虫、フラスの発見日時・発見場所・発見時の状況を連絡してください。 
  ・できれば写真を撮影して提供願います。 

・成虫を捕まえた場合は、その場で殺処分してください。 
  ・死んでいる個体でも、見つけた場合は連絡をお願いします。 
 
《県の通報先》 

   兵庫県環境部自然鳥獣共生課（電話 078-362-3389） 
   メールアドレス shizenchoujuu@pref.hyogo.lg.jp 

通報フォーム   
 
 
 
  （参考）特定外来生物とは・・・ 

「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（外来生物法）に基づき、生態系等に
被害を及ぼすおそれのある外来生物として環境省が指定した生物。指定されると、原則として、飼養、
栽培、保管等が禁止され、防除の対象。このため、生きたまま持ち運ぶことは禁止。 

 

 

 

 

 

【資料４】 



【参 考】 

クビアカツヤカミキリの特徴 

全国各地で侵入が確認されているクビアカツヤカミキリは、人体に害はない昆虫であ

るが、サクラやモモ・ウメなどバラ科の樹木の中に入り込み、木の内部を食い荒らすこ

とで、農業被害や倒木などの被害を発生させる。 

○ 黒い体に赤い首、体長は２～４cm 

○ 大変繁殖力が強く、成虫は５月末～８月に活動、樹皮に最大で1000個近くの卵を産む。 

○ 幼虫は、樹木の内部を食い荒らし、フラス（木くずと幼虫が出す排出するフンが混ざ

ったもの）を大量に出しながら２～３年かけて成長する。このため、食害が進むと樹

木が枯死し、ウメ・モモなどの果樹園では、農業被害の発生、公園や街路樹等では倒

木などの被害の発生が懸念される。 
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